

















































感＞自己評価４は 33 名、３は 81 名、２は８名、
１は０であった。＜実習後の自分の成長＞は評価
４が 37 名、３が 85 名、２は０であった。
　保育実習Ⅱの事後の結果：＜実習での達成感＞
４は 42 名、３が 83 名、２が８名＜実習後の自































19 名、３にしたものは 14 名であった。
　＜評価理由＞自由記述では、理解（10）、変わっ
た（５）、学びが深まった（５）、意識（３）、そ
の他充実した、達成感など否定的なワードは全く
抽出されなかった。
４．考察
　保育実習ⅠからⅡについて、保育所実習後に施
設実習を経験することで、Ⅱの成長の自己評価が
高くなる傾向にあることが明らかであったが、達
成感では責任実習での失敗経験が自己評価をやや
低くしている傾向にあった。しかし、このポート
フォリオを見ての自由記述にはほとんどが自己の
課題の質が高まった、克服して取り組めた、など
自己分析が明確化され、自身の成長を確認してい
ることが推察された。本研究では３年次の保育所
実習Ⅱ、施設実習Ⅱまでの調査結果であるが、本
学では４年次に教育実習Ⅱ（幼稚園実習Ⅱ）を実
施している。最終の実習で学生各自が保育実習で
の自己の成長・評価をどのように総括するのか、
またその後の教育保育実践演習の授業と関連性を
持たせていくべきか、研究課題として検討した
い。また、本調査の目的のポートフォリオ化が効
果的に活用できるかは、各実習の事前の課題、事
後との関連性の質的な分析、上記の研究課題も検
討し、それらを踏まえたうえでポートフォリオの
実施をすすめていきたい。
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